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誓いの言葉を述べる新成人代表の河口　陽さん

恩師と一緒にタイムカプセルを開ける新成人のみなさん

乾杯

　

１
月
12
日
、
村
住
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
令
和
７
年
東
吉
野
村
二
十
歳
の
成
人
式
を

挙
行
し
ま
し
た
。
二
十
歳
を
迎
え
る
対
象
者
は
15
人
で
、
当
日
は
８
人
が
出
席
さ
れ

ま
し
た
。

　

橋
本
教
育
長
の
式
辞
後
、
水
本
村
長
、
大
丸
議
長
よ
り
お
祝
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
出
席
者
を
代
表
し
て
河
口
陽
さ
ん
が「
こ
れ
か
ら
大
人
と
し
て
今
ま
で

以
上
に
自
分
の
言
葉
や
行
動
に
責
任
を
持
ち
、
周
り
の
人
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
、
人
の
た
め
、
ま
た
自
分
の
た
め
に
精
一
杯
努
力
を
重
ね
希
望
と
夢
を
持
っ
て

こ
れ
か
ら
も
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」と
力
強
く
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ら

れ
、
会
場
は
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、式
終
了
後
、偶
然
村
の
ロ
ケ
に
来
て
い
た
お
笑
い
コ
ン
ビ「
ま
す
だ
お
か
だ
」

の
増
田
さ
ん
が
来
場
さ
れ
、
新
成
人
に
は
嬉
し
い
サ
プ
ラ
イ
ズ
と
な
り
ま
し
た
。

（
写
真
：
裏
表
紙
）

河
　
口
　
　
　
陽	

木
　
津
　
康
　
裕

冨
　
田
　
幸
　
芽	

冨
　
永
　
大
　
貴

樋
　
口
　
恵
美
理	

桝
　
本
　
雄
　
介

宮
　
本
　
雄
　
大	

山
　
口
　
勇
　
翔

V
U 

T
H
I 

T
R
A
N
G

N
G
U
Y
E
N 

T
H
I 

V
A
N 

A
N
H

N
G
U
Y
E
N 

T
H
I 

T
H
U
O
N
G 

U
Y
E
N  

N
G
U
Y
E
N 

T
H
I 

H
U
E

N
G
U
Y
E
N 

T
H
I 

H
U
Y
E
N 

T
R
A
N
G  

P
H
A
M 

T
H
I 

H
O
A
N

L
E 

T
H
I 

T
H
U

以
上
15
名

　

今
年
の
二
十
歳
を
迎
え
る
成
人
は
次
の
方
々
で
す
。（
五
十
音
順
敬
称
略
）

村
消
防
団
出
初
式

東
吉
野
村
二
十
歳
の
成
人
式
挙
行

広 報 ひ がしよし の 令和７年２月１日
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放水の様子

水本村長式辞松久保団長訓示

式の様子

　

１
月
11
日
、
村
住
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
新

春
の
村
消
防
団
出
初
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。

　

消
防
団
は
、
常
日
頃
か
ら
訓
練
や
巡
回
な

ど
を
行
い
、
地
域
の
防
災
力
向
上
に
努
め
、

災
害
発
生
時
に
は
消
火
や
救
助
活
動
な
ど
を

行
い
、
地
域
防
災
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

　

式
で
は
、
そ
れ
ら
の
活
動
の
中
で
、
永
年

に
わ
た
る
功
績
が
認
め
ら
れ
た
消
防
団
員
が

表
彰
さ
れ
、
退
団
者
に
は
松
久
保
団
長
よ
り

感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
松
久
保
団
長
は
訓
示
で
、「
住
民
の

生
命
及
び
財
産
を
保
護
し
、
安
心
し
て
生
活

で
き
る
地
域
社
会
の
創
造
に
尽
力
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
犠
牲
的
消

防
精
神
を
堅
持
し
、
な
お
一
層
訓
練
に
励
み
、

団
員
各
位
が
新
た
な
決
意
を
も
っ
て
精
進
さ

れ
る
よ
う
心
か
ら
切
望
し
ま
す
。」と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

表
彰
並
び
に
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
た
方
々

は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
村
長
表
彰
】

第
３
分
団　
　

部
長	

南　
　
　

貴　

裕

第
９
分
団　
　

部
長	

堀　

田　

武　

史

【
団
長
表
彰
】

本
部
機
動
隊　

班
長	

駒　

井　

翔　

太

第
３
分
団　
　

班
長	

石　

井　

啓　

順

第
４
分
団　
　

班
長	

寺　

尾　

佳　

晃

第
５
分
団　
　

団
員	

鍵　

谷　

圭　

佑

第
６
分
団　
　

班
長	

大　

谷　

彩　

貴

第
９
分
団　
　

班
長	

福　

井　

孝　

尚
　

ま
た
、
19
日
の
令
和
７
年
奈
良
県
消
防
協

会
吉
野
支
部
連
合
出
初
式
で
表
彰
さ
れ
た

方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
知
事
表
彰
】

第
６
分
団　
　

分
団
長	

石　

谷　

通　

浩

第
７
分
団　
　

班
長	

木　

津　

悦　

輝

【
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

第
９
分
団　
　

分
団
長	

木　

原　

健　

吾

【
県
消
防
協
会
吉
野
支
部
長
表
彰
】

第
４
分
団　
　

班
長	

川　

口　

陽　

平

第
９
分
団　
　

副
分
団
長	

藤　

原　

輝　

寿

村消防団　団長、副団長、分団（隊）長
（令和７年１月１１日付）

役　職 氏　名

団 長 松久保　久　永

副 団 長 西 林 清 幸

副 団 長 西 出 哲 也

本部機動隊長 大 前 　 勇

第３分団長 日 浦 伸 弥

第４分団長 新 宅 友 和

第５分団長 山 口 　 真

第６分団長 石 谷 通 浩

第７分団長 松 本 博 樹

第９分団長 木 原 健 吾

第１０分団長 加古川　公　寿

第１１分団長 桶 谷 孝 也

村
消
防
団
出
初
式

広 報 ひ がしよし の令和７年２月１日
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大豆生大豆生

三尾三尾

麦谷麦谷

狭戸狭戸

杉谷杉谷

平野平野

　

１
月
12
日
か
ら
19
日
に
か
け
て
村
内
各
地
の
河
原
や
空
き
地
な
ど

で
、
と
ん
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
人
々
が
家
内
安
全
、
無
病
息
災
な
ど
を
祈
願
し
な
が
ら
、

杉
や
桧
、
竹
で
や
ぐ
ら
を
組
み
、
各
家
で
飾
っ
て
い
た
し
め
縄
や
門

松
な
ど
の
正
月
の
縁
起
物
を
一
緒
に
燃
や
し
て
い
ま
し
た
。

　

組
み
あ
げ
ら
れ
た
と
ん
ど
は
、
勢
い
よ
く
燃
え
上
が
り
、
そ
の
後

は
ま
っ
た
り
と
し
た
炎
と
な
り
ま
す
。

　

集
っ
た
人
た
ち
は
、
竹
の
破
裂
音
が
響
く
中
、
燃
え
上
が
る
火
を

見
守
り
な
が
ら
、
近
所
の
方
や
友
人
達
と
語
ら
い
、
お
餅
や
お
酒
な

ど
を
持
ち
寄
り
、
団
ら
ん
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

と
ん
ど

雪
中
登
山

東
吉
野
村
『
寄
席
』

広 報 ひ がしよし の 令和７年２月１日
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登山中の様子

山頂での様子

笑福亭笑音氏「落語」

笑福亭鶴笑氏「落語」

豚汁で冷えた身体を温めました

会場の様子

旭堂小南陵氏「講談」

　

１
月
17
日
、
東
吉
野
小
学
校
の
高
見
山
雪
中
登
山
が
実
施
さ
れ
、
３
・
４
・
５
・
６

年
生
が
山
頂
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
杉
谷
登
山
口
か
ら
元
気
よ
く
出
発
し
、
適
宜
休
憩
を
は
さ
み
な
が
ら
、

一
生
懸
命
に
登
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
小
峠
付
近
か
ら
頂
上
に
近
づ
く
に
つ
れ
雪
深
く
な
り
、
膝
の
辺
り
ま
で
埋

ま
る
ほ
ど
で
し

た
が
、
天
候
に

も
恵
ま
れ
、
見

事
な
霧
氷
を
見

る
こ
と
が
で
き
、

時
折
木
々
の
隙

間
か
ら
漏
れ
る

光
は
と
て
も
幻

想
的
で
、
児
童
ら

の
想
い
出
に
深

く
刻
ま
れ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

下
山
後
は
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
方
々
が

準
備
し
て
く
だ

さ
っ
た
豚
汁
を

食
べ
て
冷
え
た

体
を
温
め
ま
し

た
。

　

１
月
18
日
、
村
住
民
ホ
ー
ル
で
東
吉
野
村
「
寄
席
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
午
後
２

時
に
開
演
し
、
鍵
谷
副
村
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
笑
福
亭
鶴
笑
氏
、
笑
福
亭
笑
音
氏

を
は
じ
め
と
す
る
落
語
家
の
方
々
に
よ
る
「
落
語
」、
旭
堂
小
南
陵
氏
に
よ
る
「
講
談
」

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
約
90
名
の
方
が
来
場
さ
れ
、
落
語
な
ど
を
通
じ
て

日
本
の
伝
統
芸
能
に
親
し
め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

雪
中
登
山

東
吉
野
村
『
寄
席
』

広 報 ひ がしよし の令和７年２月１日
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健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば
お
問
い
合
わ
せ
は

お
問
い
合
わ
せ
は

住
民
福
祉
課
へ

住
民
福
祉
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
は

住
民
福
祉
課
へ

☎42ｰ0441

方
）

　

自
己
負
担
金
２
，
０
０
０
円
を
差
し
引

い
た
額

※
生
活
保
護
受
給
者
の
方
は
全
額

《
必
要
書
類
》

　

・
申
請
書

　

・
予
診
票
の
写
し
（
市
町
村
控
え
）

　

・
領
収
書

《
申
請
方
法
》　

郵
送
ま
た
は
窓
口

《
申
請
締
め
切
り
》

　

令
和
７
年
２
月
28
日
（
金
）
ま
で

　
（
郵
送
の
場
合
は
必
着
）

Ｈ
Ｐ
Ｖ（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
）

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

～
接
種
期
間
が
延
長
さ
れ
ま
す
～

　

平
成
９
年
度
～
平
成
20
年
度
生
ま
れ
の

女
性
で
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
を
令
和
７

年
３
月
末
ま
で
に
一
度
で
も
接
種
さ
れ
た

方
は
、
令
和
７
年
度
末
ま
で
全
額
公
費
で

接
種
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希
望
さ
れ
る

方
に
は
必
要
書
類
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、

接
種
医
療
機
関
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
住

民
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

女
性
の
た
め
の
健
康
講
座
に
つ
い
て

　

３
月
１
日
か
ら
３
月
８
日
は
女
性
の
健

康
週
間
で
す
。
女
性
が
よ
り
健
康
で
活
躍

で
き
る
社
会
を
目
指
し
、
健
康
講
座
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
下

記
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

と
　
き

　
３
月
２
日
（
日
）

　

午
後
２
時
～
４
時

　
（
受
付
開
始　

午
後
１
時
30
分
）

と
こ
ろ

　
学
園
前
ホ
ー
ル（
奈
良
西
部
会
館
）３
階

　
（
奈
良
市
学
園
前
南
３
丁
目
1
番
５
号
）

　

近
鉄
学
園
前
駅
南
口
よ
り
徒
歩
１
分

定
　
員

　

約
３
０
０
名
（
申
込
の
有
無
に
関
係
な

く
、
当
日
先
着
順
）

内
　
容

①�

が
ん
の
早
期
発
見
と
予
防

　

天
理
よ
ろ
づ
相
談
所
病
院
産
婦
人
科
部

長　

住
友
理
浩
先
生

②
女
性
と
運
動

　

大
和
郡
山
病
院
産
婦
人
科
部
長　

水
田

裕
久
先
生

費
　
用
　
無
料

申
込
み

　
奈
良
県
医
師
会
館
内

　

奈
良
県
産
婦
人
科
医
会
公
開
講
座
係

TEL　

０
７
４
４–

２
２–

８
５
０
２

℻　

０
７
４
４–

２
３–

７
７
９
６

食
生
活
を
見
直
し
て
高
血
圧
を

予
防
し
よ
う

　

冬
場
は
夏
に
比
べ
て
味
覚
の
感
度
が
下

が
り
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
濃
い
味

の
食
べ
物
を
摂
取
し
が
ち
で
す
。
味
が
濃

い
食
事
は
高
血
圧
や
肥
満
に
つ
な
が
り
ま

す
の
で
、
今
回
は
塩
分
の
摂
り
す
ぎ
を
予

防
す
る
食
べ
方
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

①�

麺
類
（
ラ
ー
メ
ン
、
う
ど
ん
、
そ
ば
）

の
つ
ゆ
は
残
す

　

麺
類
に
は
多
く
の
塩
分
が
含
ま
れ
、
１

杯
で
1
日
分
の
塩
分
を
摂
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
特
に
つ
ゆ
に
塩
分
が
多
く
含
ま
れ

る
た
め
、
つ
ゆ
は
残
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

ト
ッ
ピ
ン
グ
に
は
塩
分
量
の
多
い
ち
く
わ

や
か
ま
ぼ
こ
な
ど
の
練
り
製
品
で
は
な
く
、

大
根
お
ろ
し
や
ね
ぎ
、
す
だ
ち
等
が
お
勧

め
で
す
。

②�

味
噌
汁
や
ス
ー
プ
は
１
日
１
杯
ま
で

　

味
噌
汁
は
毎
食
摂
取
す
る
と
塩
分
過
剰

に
つ
な
が
る
の
で
、
１
日
１
杯
ま
で
に
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
出
汁
を
効
か
せ
て
具
沢

山
に
す
る
こ
と
で
、
塩
分
量
を
減
ら
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

③
漬
物
を
控
え
る

④�

塩
分
を
足
す
代
わ
り
に
香
辛
料
や
香
味

野
菜
、
酸
味
を
利
用
す
る

　

香
辛
料
：
こ
し
ょ
う
、
七
味
、
カ
レ
ー

粉
　

香
味
野
菜
：
生
姜
、
に
ん
に
く
、
ね
ぎ
、

２２
月
の
保
健
事
業

月
の
保
健
事
業

悩
み
ご
と
相
談
所

　

臨
床
心
理
士
が
、
様
々
な
悩
み
に
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
を
し
な
が
ら
具
体
的
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。
相
談
さ
れ
た
内
容

は
秘
密
厳
守
さ
れ
ま
す
。
仕
事
や
人
間
関

係
、
子
育
て
の
悩
み
な
ど
、
ど
ん
な
事
で

も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
　
き

　
２
月
15
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
（
正
午
か
ら
１
時
ま
で
を
除
く
）

と
こ
ろ
　
役
場
１
階　

会
議
室

申
込
み

　
ご
希
望
の
方
は
、
２
月
13
日
（
木
）
ま

で
に
住
民
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
相
談
者
１
人
に
つ
き
１
時
間
、
１
日
５

名
ま
で
】

子
育
て
サ
ロ
ン

（
ぴ
よ
ぴ
よ
サ
ー
ク
ル
）

と
　
き
　
２
月
19
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時

と
こ
ろ
　
役
場
１
階　

会
議
室

対
　
象

　
就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者
、
妊
婦

内
　
容

　
体
重
測
定
・
育
児
相
談
・
保
護
者
同
士

の
交
流

持
ち
物
　
飲
み
も
の

申
込
み

　
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
２
月
17
日
（
月
）

ま
で
に
住
民
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

乳
幼
児
健
診

と
　
き

　
２
月
27
日
（
木
）

　

受
付
：
午
後
１
時
30
分
～
２
時

と
こ
ろ
　
役
場
３
階　

会
議
室

対
　
象

乳
児
健
診

　

生
後
3
ヶ
月
～
14
ヶ
月
の
乳
児

１
歳
６
ヶ
月
児
健
診

　

Ｒ
５
年
７
月
～
９
月
生
ま
れ

２
歳
児
健
診

　

Ｒ
５
年
１
月
～
３
月
生
ま
れ

３
歳
６
ヶ
月
児
健
診

　

Ｒ
３
年
７
月
～
９
月
生
ま
れ

※�
対
象
者
に
は
、
個
別
通
知
い
た
し
ま
す
。

内
　
容

　
身
体
測
定
、
内
科
診
察
、
歯
科
診
察
、

栄
養
・
歯
科
・
育
児
相
談

（
対
象
希
望
者
に
は
フ
ッ
化
物
塗
布
を
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
）

※�

発
熱
な
ど
の
体
調
不
良
や
欠
席
の
場
合

に
は
、
事
前
に
住
民
福
祉
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用

助
成
に
つ
い
て
（
締
め
切
り
間
近
!!
）

《
対
　
象
》

　
予
防
接
種
時
点
で
村
内
に
住
民
票
の
あ

る
方

※�

た
だ
し
、
令
和
６
年
12
月
31
日
ま
で
に

接
種
を
済
ま
さ
れ
た
方

※�

村
内
医
療
機
関
で
予
防
接
種
を
受
け
ら

れ
た
高
齢
者
の
方
は
除
き
ま
す

《
助
成
額
》
対
象
者
の
内

〇�

子
ど
も
（
平
成
18
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
）

　

全
額

〇
高
齢
者

（
65
歳
以
上
の
方
と
60
歳
以
上
の
身
体
障

害
者
手
帳
1
級
程
度
の
障
害
を
有
す
る

広 報 ひ がしよし の 令和７年２月１日
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新型コロナウイルス感染症予防接種　吉野郡医師会協力医療機関
市町村名 医療機関名 住所 電話番号 予約等

大淀町

ごいちクリニック 北野１９１３－６ 0746-34-5150 要問い合わせ

弘仁会南和病院 福神１－１８１ 0747-54-5800 要問い合わせ（予約制）

中辻医院 桧垣本１０４－２ 0747-52-8586 要問い合わせ（予約制）

豊生会トミークリニック 矢走６６６－６ 0747-54-5500 要問い合わせ

ますだクリニック北野 北野１２３－１０ 0746-32-8787 要問い合わせ（予約制）

みぞかみ内科 土田３２１－１ 0747-64-8728 要問い合わせ（予約制）
当院の受診歴がある方のみ

南奈良総合医療センター 福神８－１ 0747-54-5000

要問い合わせ（予約制）
当院を受診している方とその家族のみ

（接種当日までに問診票を受け取りに行っ
てください）

※来院でのみ受付（電話予約不可）

下市町 福西クリニック 新住１５５－１ 0747-52-0550 要問い合わせ（予約制）

吉野町

潮田クリニック 上市２１３５ 0746-32-3381 要問い合わせ（予約制）

島田医院 上市１２６ 0746-32-2026 要問い合わせ（予約制）

吉野病院 丹治１３０－１ 0746-32-4321
要問い合わせ（予約制） 

当院を定期受診している方のみ
※来院でのみ受付（電話予約不可）

東吉野村
下間医院 小７３０ 0746-42-0016 要問い合わせ（電話予約制）

米田医院 小川７０４ 0746-42-0025 要問い合わせ（電話予約制）

し
そ
、
み
ょ
う
が
、
わ
さ
び

　

酸
味
：
酢
、
レ
モ
ン
や
す
だ
ち
な
ど
の

柑
橘
類

　

ち
ょ
っ
と
し
た
食
生
活
の
改
善
が
高
血

圧
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
で

き
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

参
考
文
献　
ｅ–
ヘ
ル
ス
ネ
ッ
ト

子
宮
頸
が
ん
個
別
検
診
に
つ
い
て

　

子
宮
頸
が
ん
は
女
性
な
ら
誰
で
も
か
か

る
可
能
性
の
あ
る
病
気
で
す
。
20
歳
に

な
っ
た
ら
、
2
年
に
1
度
は
定
期
的
に
子

宮
頸
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
村
で

は
、
子
宮
頸
が
ん
個
別
検
診
を
３
月
末
ま

で
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
婦
人
科
検

診
を
受
診
し
そ
び
れ
た
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
検
診
を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

受
診
期
限

　

令
和
７
年
３
月
31
日
（
月
）
ま
で

受
診
先

　

奈
良
県
内
の
契
約
医
療
機
関

対
　
象

　
20
歳
以
上
の
村
民
（
今
年
度
中
に
20
歳

に
な
る
者
を
含
む
）

　

た
だ
し
、
今
年
度
す
で
に
子
宮
頸
が
ん

検
診
を
受
け
た
者
を
除
く

内
　
容

　
問
診
、
視
診
、
子
宮
頸
部
の
細
胞
診
、

内
診

費　

用

　

２
，
０
０
０
円
（
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
の

方
、
生
活
保
護
受
給
者
は
無
料
）

申
込
み

　
住
民
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
（
必

要
書
類
を
お
渡
し
し
ま
す
）。

受
診
方
法

　

ご
自
身
で
医
療
機
関
へ
予
約
を
行
い
、

役
場
発
行
の
書
類
を
持
参
の
上
、
ご
受
診

く
だ
さ
い
。

※�

ク
ー
ポ
ン
券
を
紛
失
さ
れ
た
方
は
、
再

発
行
し
ま
す
の
で
住
民
福
祉
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

予
防
接
種
費
用
助
成
の
お
知
ら
せ

～
予
防
接
種
費
用
の
助
成
は

２
月
末
接
種
分
ま
で
で
す
～

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
に
は
、
接
種
費
用

の
助
成
を
行
い
ま
す
。
接
種
期
間
は
医
療

機
関
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
医
療
機
関
に
ご
確
認
の
上
、
予
防
接
種

を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

対
　
象

　
東
吉
野
村
に
住
民
票
が
あ
り
、
予
防
接

種
当
日
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
65
歳
以
上
の
方

②�

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
・
腎
臓
・

呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
身
体

障
害
者
手
帳
１
級
程
度
の
障
害
を
有
す

る
方

助
成
対
象
接
種
期
間

　

令
和
６
年
10
月
１
日
（
火
）～

　

令
和
７
年
２
月
28
日
（
金
）

費
　
用

　

自
己
負
担
３
，
０
０
０
円

　
（
生
活
保
護
受
給
の
方
は
全
額
助
成
）

方
　
法

⑴�

吉
野
郡
医
師
会
（
下
記
表
）
の
協
力
医

療
機
関
の
場
合

　

当
日
医
療
機
関
で
３
，
０
０
０
円
を
支

払
い
、
予
防
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

⑵
右
記
以
外
の
医
療
機
関
の
場
合

　
（
償
還
払
い
）

①�

接
種
前
に
住
民
福
祉
課
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
（
２
月
28
日
（
金
）
ま
で
）。

②�

接
種
当
日
、
役
場
が
発
行
し
た
必
要
書

類
を
持
参
し
、
予
防
接
種
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

③�

か
か
っ
た
費
用
を
一
旦
、
全
額
医
療
機

関
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

④�

予
防
接
種
の
領
収
書
と
予
診
票
の
写
し

を
添
え
て
、
申
請
書
を
住
民
福
祉
課
へ

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

⑤�

接
種
費
用
か
ら
自
己
負
担
金
を
除
い
た

金
額
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
金
申
請
締
め
切
り

　

令
和
７
年
３
月
31
日
（
月
）

広 報 ひ がしよし の令和７年２月１日
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こんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターです
自分らしく生き抜くヒント

～「人生会議」はじめてみませんか？～
　誰でも、交通事故や病気などで、いつでも、命に関わる状態になる可能性があります。
　その状態になると、約7割の人が医療やケアに関する事柄を自分で決めたり、望みを人に伝え
たりすることができなくなると言われています。
　「自宅で最期を迎えたい」「積極的な治療は望まない」など、自分が望む
医療や生活について前もって考え、できるだけ最期までかなえるために、
家族や支援者と繰り返し話し合い、共有する取り組みを人生会議（ACP：
アドバンス・ケア・プランニング）と言います。
　全ての人が、人生会議をしなくてはならないというわけでは、決してありません。
　あくまで、個人の主体的な行いによって考え、進めるものです。知りたくない、考えたくない
方への十分な配慮が必要です。
　一方で、人生会議を重ねることで、あなたが自分の気持ちを話せなくなった「もしものとき」
には、あなたの心の声を伝えることができるかけがえのないものにな
り、そしてまた、あなたの大切な人の心のご負担を軽くするでしょう。
　少し先のことをご家族や仲の良い方と話し合われてはいかがでしょ
うか。

☆出前介護相談のご案内
○介護疲れで話を聴いてほしい　○介護の仕方を教えてほしい　○介護制度に関すること　等々
（秘密は厳守いたします）
　担当者がご自宅に訪問し、介護のご相談に対応いたします。
　地域包括支援センターへお気軽にご連絡ください。
　　
☆障がい者介護相談のご案内
　障害のある方やそのご家族を対象に暮らしの事、将来的な事、生活上の心配事等々の相談をお
受けするため、東吉野村役場にて窓口を開設しています。
例えば、
　『人と話したり関わるのが苦手・・だけど外に出たい。何か方法はないかな？』
　『福祉サービスってどうやったら使えるの？どんなものがあるの？』
　『高齢になってきて、子供の将来が心配・・・。』　ｅｔｃ．
　下記の日程で来所もしくはお電話にて相談員が対応いたします。
　　日　時　２月１９日（水）１３時～１６時　　場　所　役場１階　会議室
　　ＴＥＬ　４２－０４４１（住民福祉課）　※担当相談員にお繋ぎします。
※�足を運ぶのはちょっと・・・『でも、直接話を聞いて欲しい！』という方は事前に上記連絡先に
お知らせしていただければ訪問させていただきます。
※�相談窓口開設日以外でも、生活相談センターのどかへ直接電話相談可能です。
　ＴＥＬ　０７４７－５３－２１５３へご連絡いただければ相談員が対応いたします。
　（のどか開所日　月曜～金曜９時～１７時３０分／第１・第３土曜１３時～１７時）

広 報 ひ がしよし の 令和７年２月１日
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世代交流かふぇ　×　地域防災　×　アルファ米
　１２月１４日（土）に小川地区の世代交流かふぇを小川生活改善センターで開催し、３４
名の方が参加してくれました。
　テーマの地震特化型の地域防災についてみんなで理解を深めました。
　今回は小川老人クラブの方が中心となってアルファ米を用意してくれました。
　アルファ米は五目ご飯、わかめご飯、ドライカレー、チキンライスの４種類用意
してくれて、お味噌汁をつけて、昼ご飯としておいしくいただきました。

広 報 ひ がしよし の令和７年２月１日
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　風邪など感染症の予防には、手洗い・うがいのほかに、規則正しい生活を心がけることが大切です。
生活習慣が乱れると免疫機能の低下につながり、体調を崩しやすくなります。早寝・早起きの習慣をつけ、
朝・昼・夕の食事をなるべく同じ時間にとるようにしましょう。また、適度な運動は、ストレス解消や
睡眠の質の向上につながります。

そろっていますか？　３つの食品グループ

主に体の組織をつくる 主に体の調子を整える 主にエネルギーになる

タンパク質が
多い食べ物

無機質
（カルシウム）が
多い食べ物

ビタミンAが
多い食べ物

ビタミンCが
多い食べ物

炭水化物が
多い食べ物

脂質が
多い食べ物

魚・肉・卵
豆・豆製品

牛乳・乳製品
小魚・海藻 緑黄色野菜 その他の

野菜・果物
米・パン・めん
いも・砂糖 油脂

★�毎日の食事の栄養バランスをよくするためには３つの食品グループを参考に、いろいろな食品を食べる
ようにしましょう

　エネルギーと水分がとれて、体を温めてくれる料理がおすすめです。食
材は消化のよいものを選びましょう。吐き気があって食べられないときは、
脱水症状を起こさないよう、水分補給をしっかり行うことが重要です。

広 報 ひ がしよし の 令和７年２月１日
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令
和
六
年
十
二
月
二
十
四
日
青
嶺
俳
句
会
か
ら

水
野
露
草
　
選
評

▪
特
選
の
部

紅
葉
狩
ぐ
る
り
と
東
吉
野
村	

伊
藤
志
津
子

　

評

　

自
然
に
恵
ま
れ
た
東
吉
野
村
は
、
山
々
が
あ
り
、

川
が
あ
り
、
そ
の
中
で
人
々
が
豊
か
に
暮
し
て
い
る
。

　

春
夏
秋
冬
ど
の
季
節
も
景
色
を
楽
し
め
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
中
で
も
紅
葉
の
頃
は
、
山
々
の
ぐ
る
り
一

帯
赤
や
黄
色
に
色
づ
き
、
ど
っ
ぷ
り
と
癒
さ
れ
た
い

と
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
。

床
に
伏
す
友
を
見
舞
ひ
て
雪ゆ

き

催も
よ
い	

川
村　

貞
子

　

評

　
「
雪
催
」
と
は
、
暗
く
ど
ん
よ
り
と
し
た
雲
が
垂
れ

こ
め
、
い
ま
に
も
雪
が
降
り
出
し
て
き
そ
う
な
空
模

様
を
い
う
。

　

作
者
は
、
そ
の
よ
う
な
空
模
様
の
中
を
床
に
伏
し

て
い
る
友
達
を
見
舞
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

わ
ず
か
に
届
く
日
差
し
に
、
早
い
回
復
を
祈
ら
れ

た
に
違
い
な
い
。

箒
目
の
集
ま
つ
て
ゐ
る
落
葉
焚	

池
田
美
砂
子

　

評

　
「
落
葉
焚
」
は
、
地
上
の
落
葉
を
箒
や
熊
手
で
掻
き

集
め
て
焚
く
こ
と
で
あ
る
。

　

掲
句
は
、
大
き
な
寺
の
落
葉
焚
の
景
を
詠
ん
だ
も

の
で
あ
ろ
う
。

　

降
り
積
も
っ
た
落
葉
や
、
散
っ
て
間
も
な
い
落
葉

を
集
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
集
ま
つ
て
ゐ
る
」
の
措
辞
に
箒
目
の
筋
ま
で
く
っ

き
り
と
目
に
浮
か
ん
で
く
る
。

▪
準
特
選
の
部

姉
妹
し
て
ざ
ん
な
き
暮
し
冬
の
宿	

池
垣　

昭
美

杉
山
と
杉
山
分
か
つ
冬
紅
葉	

辻　

佐
和
子

雪
の
嶺
太
古
の
ま
ま
の
山
河
か
な	

前
田　

景
子

飼
猫
の
夫
よ
り
威
張
る
漱
石
忌	

宮
崎　

成
子

行
く
年
の
片
手
に
足
り
ぬ
別
れ
あ
り	

松
谷　

忠
則

▪
佳
作
の
部

百
歳
の
ふ
た
り
も
仲
間
蜜
柑
剥
く	

伊
藤
志
津
子

稜
線
を
薄
く
照
ら
し
て
冬
銀
河	

宮
下　

俊
二

ザ
ク
ザ
ク
と
踏
め
ば
楽
し
き
霜
柱	

松
久
保
久
永

洗
ひ
立
て
た
が
ひ
ち
が
ひ
に
蕪
漬
け	

池
垣　

昭
美

寒
林
の
透
け
て
径
ゆ
く
影
法
師	

濱
田
貴
美
子

こ
の
谷
を
志
士
馳
す
む
か
し
冬
桜	

池
田
美
砂
子

木
々
揺
ら
し
木
枯
吹
き
て
寂
し
か
り	

宮
崎　

利
一

神
体
山
望
み
て
年
を
惜
し
み
け
り	

辻　

佐
和
子

紙
を
干
す
川
面
き
ら
め
く
吉
野
川	

前
田　

景
子

年
の
瀬
も
ゆ
つ
く
り
暮
る
る
山
家
か
な	

宮
崎　

成
子

炉
話
に
榾ほ

だ

を
ひ
と
焼く

べ
息
を
呑
む	

松
谷　

忠
則

門
松
の
竹
を
河
原
に
洗
ひ
け
り	

秋
吉　

正
朝

風
に
舞
ふ
葉
つ
ぱ
降
り
つ
む
去
年
今
年	

秋
吉　

雅
子

山
寺
の
垣
根
一
輪
返
り
花	

川
村　

貞
子

▪
入
選
の
部

瓜
坊
と
出
合
ふ
早
朝
霜
の
道	

伊
藤
志
津
子

背
を
丸
め
祖
母
炙
り
た
る
酒
の
粕	

宮
下　

俊
二

晩
節
に
新
し
き
夢
冬
ぬ
く
し	

宮
下　

俊
二

初
雪
や
孫
に
誘
は
れ
庭
に
出
る	

松
久
保
久
永

檀
徒
場
の
落
葉
拾
ひ
て
墓
参
り	

松
久
保
久
永

寒
風
や
未
完
の
鉄
路
吉
野
川	

池
垣　

昭
美

月
輪
は
ほ
ん
の
り
白
く
冬
の
霧	

濱
田
貴
美
子

鮟
鱇
の
肝
で
三
杯
宴
果
つ
る	

濱
田
貴
美
子

茅
葺
き
の
土
間
の
暗
が
り
炉
火
赤
し	
池
田
美
砂
子

風
も
な
く
雲
な
く
冬
の
朝
か
な	
宮
崎　

利
一

す
り
鉢
の
水
の
景
色
も
冬
模
様	
宮
崎　

利
一

木
の
葉
高
上
が
る
役
場
の
玻
瑠
戸
越
し	

辻　

佐
和
子

朝
な
さ
な
寒
い
ね
と
声
か
け
ら
る
る	

前
田　

景
子

お
も
ひ
で
の
ひ
と
日
ひ
と
日
や
年
の
暮	

宮
崎　

成
子

テ
ー
ブ
ル
に
頬
杖
つ
き
て
日
向
ぼ
こ	

松
谷　

忠
則

初
雪
が
冷
た
き
雨
と
混
じ
り
を
り	

秋
吉　

正
朝

高
見
山
風
に
吹
か
れ
て
行
く
年
の	

秋
吉　

正
朝

冬
ざ
れ
や
過
ぎ
ゆ
く
日
々
は
急
ぎ
足	

秋
吉　

雅
子

尾
花
枯
る
原
一
面
の
寂
し
さ
よ	

秋
吉　

雅
子

雪
嶺
の
高
見
山
よ
り
朝
日
さ
す	

川
村　

貞
子

一
般
投
句
（
短
歌
）

仰
ぎ
見
る
皇
帝
ダ
リ
ア
雲
に
映
え

し
な
や
か
に
舞
う
雨
・
風
耐
へ
て	

福
井
メ
イ
子

日
の
出
ず
を
活
力
わ
か
ん
と
開
け
放
ち

窓
辺
に
寄
れ
ば
大
嚔
か
な	

福
井
メ
イ
子

爆
音
を
残
し
何
処
へ
ジ
ェ
ッ
ト
機
は

冬
の
星
座
を
遠
ざ
か
り
ゆ
く	

浦
田
由
美
子

そ
の
か
み
に
人
住
む
跡
も
雪
野
原

人
は
説
き
た
り
諸
行
無
常
と	

浦
田
由
美
子

深
吉
野
は
寒
し
冬
越
す
デ
コ
ポ
ン
は

防
鳥
ネ
ッ
ト
の
中
で
朽
ち
た
り	

浦
田
由
美
子

初
詣
で
無
病
息
災
お
祈
り
し

当
る
と
ん
ど
で
心
身
温ぬ

く

め	

辻　

由
美
子

七
十
九
歳
ひ
と
皮
脱
い
で
若
返
り

夢
膨
ら
ま
せ
迎
え
る
巳
年	

辻　

由
美
子

一
般
投
句
（
川
柳
）

血
圧
も
妻
の
料
理
で
正
常
値	

植
平　

佳
伸

物
価
高
プ
チ
贅
沢
で
憂
さ
晴
ら
し	

植
平　

佳
伸

孫
二
人
お
ね
だ
り
上
手
腕
上
げ
る	

植
平　

佳
伸
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